
論点① 多様なニーズに対応できる訪問入浴の提供体制の維持・確保

論点①

（医療ニーズへの対応）

◼訪問入浴介護については、利用者の約90％が要介護３以上の中重度者であり、利用者のうち訪問診療や訪問看護、家

族等による日常的な医療的ケアの提供を受けている者は約66％を占めている。

◼訪問入浴介護では、配置職員のうち１名は看護職員の配置が求められており、専門職による医療ニーズへの対応につ

いて適切な評価が求められる。

◼重度者や医療と介護の複合的ニーズを有する高齢者への対応が求められる中、どの地域においても安定的なサービス

を提供する観点から、どのような方策が考えられるか。

（看取りニーズへの対応）

◼利用者の多くが中重度者である訪問入浴介護について、在宅における看取りニーズの増加を踏まえ、利用者が希望す

る場所で質の高い看取りを受けられる体制を確保する観点から、訪問入浴介護事業所に求められる役割や支援方策に

ついてどのように考えるか。

⇒ 看取りニーズへの対応については、医療・介護連携、人生の最終段階の医療・介護に関する介護給付費分科会において説明及び議

論を実施予定
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（医療ニーズへの対応）

◼訪問診療や訪問看護、家族等による日常的な医療的ケアの提供を受けている方へのサービス提供について、利用者の

状態に応じた看護職員によるサービス提供を評価することを検討してはどうか。

対応案

出典：厚生労働省 第271回社会保障審議会介護給付費分科会 資料2「訪問入浴介護」 p.11 より抜粋



訪問診療や訪問看護、家族等による日常的な医療的ケアの提供を受けている方の人数
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○「日常的な医療的ケアの提供を受けている利用者」は、利用者全体の約66%を占めている。
○事業所あたりの「日常的な医療的ケアの提供を受けている利用者」は、10～20人が最も多く、

49.2％であった。

総利用人数のうち、訪問診療や訪問看護、家族等による日常的な医療的ケアの提供を受けている方の人数［人］

日常的な医療的ケアを受けている利用者の割合

満

【出典】令和７年度老人保健健康増進等事業「訪問入浴介護の持続可能な提供体制構築に向けた評価のあり方に関する調査研究事業報告書」（株式会社デベロ）
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出典：厚生労働省 第271回社会保障審議会介護給付費分科会 資料2「訪問入浴介護」 p.6 より抜粋



医療的ケアの内容
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○「日常的な医療的ケアの提供を受けている利用者」の医療的ケアの内容としては、
「胃ろう・腸ろうの管理」（91.1％）が最も多く、次いで「褥瘡の処置」（87.5％）であった。

利用者に該当する医療的ケアの内容（１ 名で複数の内容に該当する場合はそれぞれに回答）（複数回答）

※その他１～５
○医療管理
・ペースメーカーの管理
・NPPV 等
○処置・薬剤管理
・慢性疼痛用の医療用貼付剤
・軟膏処置 等
○観察・判断
・体調管理
・病気の管理と診察 等
○リハビリ・身体ケア
・リハビリ（筋力低下・拘縮予防等）
・清拭
○その他（理由・状態）
・通院困難のため
・廃用症候群・低栄養

吸入（ネブライザーの管理など）

継続的な透析を受けている
（内シャント増設の方など）

【出典】令和７年度老人保健健康増進等事業「訪問入浴介護の持続可能な提供体制構築に向けた評価のあり方に関する調査研究事業報告書」（株式会社デベロ）
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出典：厚生労働省 第271回社会保障審議会介護給付費分科会 資料2「訪問入浴介護」 p.7 より抜粋


